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政
府
は
、
５
月
８
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
を

５
類
に
引
き
下
げ
る
方
針
を
発
表
し
て
い
る
が
、
約
３
年
間
に
お
よ
び
屋
内
で
の

着
用
を
求
め
て
き
た
マ
ス
ク
着
用
の
方
針
を
大
き
く
転
換
す
る
こ
と
と
な
る
。
観

光
庁
は
本
格
的
に
新
た
な
観
光
立
国
推
進
に
向
け
、
２
０
２
３
年
度
の
事
業
で
は

攻
め
の
政
策
を
展
開
し
て
い
く
。
今
回
は
、
急
激
に
回
復
を
見
せ
る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
へ
の
対
応
な
ど
、
コ
ロ
ナ
の
５
類
引
き
下
げ
後
で
の
「
日
本
観
光
の
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
」に
向
け
た
感
染
症
を
含
む
安
全
・
安
心
、危
機
管
理
の
備
え
に
つ
い
て
、

観
光
庁
外
客
安
全
対
策
室
長
（
現
・
国
土
交
通
省
航
空
局
空
港
国
際
業
務
推
進
室

長
）
の
温
品
清
司
氏
と
跡
見
学
園
女
子
大
学
観
光
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
部
准
教
授
の

篠
原
靖
氏
に
語
っ
て
い
た
だ
い
た
（
３
月

日
に
国
土
交
通
省
で
）
。

　
篠
原
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
国
内
感
染
が
確
認
さ

れ
て
か
ら
、
約
３
年
が
経
過

し
た
。
５
月
８
日
に
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の
５
類

へ
の
移
行
も
予
定
さ
れ
て
い

る
が
、
観
光
庁
の
感
染
症
対

策
担
当
と
し
て
、
現
状
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

　
温
品
　
私
は
、
コ
ロ
ナ
が

感
染
拡
大
を
始
め
て
か
ら
２

年
目
と
な
る

年
４
月
に
訪

日
外
国
人
の
安
全
対
策
担
当

と
し
て
着
任
し
た
が
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
は
蒸
発
し
て

お
り
、
感
染
症
対
策
と
経
済

活
動
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の

環
境
整
備
が
最
優
先
事
項
で

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
感
染

症
や
危
機
管
理
の
専
門
家
の

助
言
を
頂
き
な
が
ら
、
ま
た

多
く
の
観
光
関
係
事
業
者
の

皆
さ
ま
に
協
力
い
た
だ
き
な

が
ら
、
感
染
状
況
に
応
じ
た

業
種
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
新

し
い
旅
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
改

訂
や
ワ
ク
チ
ン
・
検
査
を
活

用
し
た
旅
行
需
要
喚
起
策
等

を
進
め
て
き
た
。
５
月
８
日

に
予
定
さ
れ
て
い
る
５
類
移

行
後
は
、
業
種
別
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
廃
止
さ
れ
る
。

　
今
後
は
感
染
防
止
対
策
に

留
意
し
な
が
ら
も
、
経
済
の

本
格
的
な
回
復
を
図
っ
て
い

く
局
面
と
な
る
。
観
光
庁
と

し
て
も
経
済
の
回
復
に
向

け
、
着
実
に
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。

　
篠
原
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

は
、
コ
ロ
ナ
前
の

年
に
は

約
３
２
０
０
万
人
と
な
る
な

ど
好
調
だ
っ
た
。
観
光
庁
で

も
来
訪
者
数
を
伸
ば
す
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
た
。
一

方
で
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
国
民

か
ら
「
旅
＝
感
染
」
の
風
潮

が
高
ま
る
な
ど
厳
し
い
目
線

が
向
け
ら
れ
る
時
期
も
あ
っ

た
が
、
よ
う
や
く
５
類
に
引

き
下
げ
ら
れ
る
段
階
と
な
っ

た
。
感
染
症
対
策
は
段
階
的

に
見
直
し
が
進
め
ら
れ
、
マ

ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
は
、

屋
内
で
の
着
用
を
推
奨
し
て

い
た
も
の
か
ら
、
３
月

日

か
ら
の
マ
ス
ク
着
用
は
基
本

的
に
個
人
の
判
断
と
す
る
政

府
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
実
際
は
屋
内
だ
け

で
な
く
屋
外
で
も
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
い
る
人
は
多
い
。

根
強
く
感
染
に
対
す
る
不
安

を
国
民
は
持
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
。
一
方
で
多
く
の

国
で
マ
ス
ク
が
外
さ
れ
て
い

く
中
で
、
日
本
だ
け
マ
ス
ク

着
用
が
続
く
こ
と
は
、
安
心

感
を
与
え
る
半
面
、
息
苦
し

さ
を
生
み
、
海
外
か
ら
の
旅

行
客
か
ら
は
、
も
っ
と
開
放

的
な
国
を
選
択
し
た
い
と
い

う
意
見
も
あ
る
は
ず
だ
。
５

類
へ
の
移
行
を
契
機
に
、
自

主
的
な
対
策
の
中
で
混
乱
な

く
済
む
サ
ポ
ー
ト
も
必
要

だ
。

　
温
品
　
日
本
は
約
３
年
間

に
わ
た
り
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
き
た
。
外
し
て
も
大
丈
夫

だ
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
環

境
が
整
え
ば
変
わ
っ
て
い
く

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
５
類

移
行
後
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
よ
う
に
、
個
人
や
事
業

者
に
よ
る
自
主
的
な
感
染
対

策
に
移
行
す
る
こ
と
に
な

る
。
政
府
か
ら
自
主
的
な
感

染
対
策
に
つ
い
て
必
要
と
な

る
情
報
提
供
を
行
う
予
定
で

あ
り
、
観
光
庁
と
し
て
も
、

観
光
業
界
と
も
意
見
交
換
し

な
が
ら
、
政
府
の
全
体
方
針

を
踏
ま
え
、
ス
ム
ー
ズ
に
５

類
移
行
が
で
き
る
よ
う
、
必

要
な
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

　
篠
原
　
国
内
で
は
昨
年


月
か
ら
全
国
旅
行
支
援
も
開

始
さ
れ
、
ま
た
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
つ
い
て
は
、
昨
年
６

月
か
ら
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア

ー
、

月
か
ら
個
人
旅
行
が

再
開
さ
れ
、
段
階
的
に
水
際

対
策
の
緩
和
が
進
め
ら
れ
、

観
光
需
要
は
回
復
傾
向
に
あ

る
。最
新
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
温
品
　
日
本
人
の
延
べ
宿

泊
者
数
は
、コ
ロ
ナ
前
の


年
と
同
水
準
と
な
る
と
と
も

に
、訪
日
外
国
人
旅
行
者
数

も
、今
年
２
月
に
１
４
８
万

人
と
な
る
な
ど
、コ
ロ
ナ
前

の

年
比
で
も
中
国
を
除
く

と

％
、含
ん
で
も

％
ま

で
回
復
し
て
い
る
。ベ
ト
ナ

ム
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、イ
ン
ド

ネ
シ
ア
等
で
は
コ
ロ
ナ
前
の

需
要
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
篠
原
　
今
後
は
、
感
染
状

況
に
留
意
し
な
が
ら
、
こ
う

し
た
動
き
を
確
か
な
も
の
と

し
、
こ
れ
ま
で
大
き
く
傷
ん

だ
観
光
立
国
を
再
始
動
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。

　
温
品
　
現
在
、
観
光
庁
で

は

年
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
新

た
な
観
光
立
国
推
進
基
本
計

画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
。
観

光
関
連
事
業
者
の
皆
さ
ま
と

連
携
し
な
が
ら
施
策
を
推
進

し
て
い
く
。

　
篠
原
　
具
体
策

は
。
　

　
温
品
　
①
持
続

可
能
な
観
光
②
消

費
額
拡
大
③
地
方
誘
客
促
進

―
の
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に

留
意
し
、
三
つ
の
戦
略
を
総

合
的
か
つ
強
力
に
推
進
し
て

い
く
。
第
１
に
、
「
持
続
可

能
な
観
光
地
域
づ
く
り
戦

略
」
。
観
光
地
や
観
光
産
業

の
再
生
・
高
付
加
価
値
化
に

対
す
る
計
画
的
、
継
続
的
な

支
援
や
、
観
光
Ｄ
Ｘ
な
ど
を

推
進
す
る
ほ
か
、
自
然
・
文

化
と
観
光
の
両
立
を
図
り
、

住
ん
で
良
し
訪
れ
て
良
し
の

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。
第
２
が
、
「
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
回
復
戦
略
」
。
全
国
各

地
で
特
別
な
体
験
な
ど
を
提

供
す
る「
観
光
再
始
動
事
業
」

を
は
じ
め
集
中
的
な
取
り
組

み
を
行
い
、
速
や
か
に
訪
日

外
国
人
旅
行
消
費
額
５
兆
円

超
の
達
成
を
目
指
す
。
さ
ら

に
、
観
光
消
費
の
旺
盛
な
高

付
加
価
値
旅
行
者
の
誘
客
拡

大
な
ど
、
消
費
額
拡
大
と
地

方
誘
客
促
進
に
取
り
組
む
。

第
３
に
、
「
国
内
交
流
拡
大

戦
略
」
。
全
国
旅
行
支
援
な

ど
に
よ
る
国
内
観
光
需
要
の

喚
起
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

第
２
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
な

ど
の
新
た
な
交
流
市
場
の
開

拓
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
篠
原
　
日
本
の
観
光
政
策

の
課
題
は
消
費
額
の
拡
大
と

地
方
分
散
で
あ
る
が
、
地
方

の
自
治
体
で
は
、
今
ま
で
観

光
振
興
を
行
う
視
点
が
な
か

っ
た
自
治
体
も
少
な
く
な

い
。
近
隣
で
外
国
人
観
光
客
が
消
費
活
動
を
し
て
い
る
流

れ
が
あ
っ
て
も
無
理
と
諦
め

て
き
た
。
各
自
治
体
で
は
地

元
の
生
活
文
化
を
観
光
の
視

点
で
再
整
理
し
観
光
消
費
の

拡
大
を
目
指
す
取
り
組
み
を

広
げ
な
い
と
、
ど
ん
な
に
観

光
庁
が
世
界
中
に
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
打
ち
外
国
人
を
呼

ん
で
も
、
本
来
の
観
光
の
目

的
で
あ
る
地
方
創
生
に
つ
な

が
ら
な
い
。
観
光
庁
で
は


年
度
に
は
「
看
板
商
品
創
出

事
業
」
を
は
じ
め
多
く
の
地

域
観
光
の
促
進
事
業
を
展
開

し
、ま
さ
に
寝
て
い
る
地
域
、

今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
観

光
資
源
を
磨
き
上
げ
、
顧
客

価
値
を
付
け
な
が
ら
誘
客
に

結
び
付
け
る
支
援
を
行
っ

た
。

　
温
品
　
観
光
庁
で
は
今
日

と
い
う
日
の
た
め
に
準
備
、

支
援
を
し
て
き
た
。
培
っ
て

き
た
こ
と
が
花
開
く
時
が
来

た
。

年
度
も
継
続
し
た
支

援
を
行
っ
て
い
く
。

　
篠
原
　
日
本
は
今
、
世
界

か
ら
見
て
一
番
訪
れ
て
み
た

い
海
外
旅
行
先
と
し
て
の
評

価
を
得
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
の

渦
に
お
い
て
は
日
本
の
清
潔

さ
や
感
染
対
策
が
評
価
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
と
し
て
出
て
い
る
。

こ
れ
を
観
光
先
進
国
と
し

て
、
ま
た
観
光
立
国
を
掲
げ

る
日
本
が
安
全
に
旅
を
で
き

る
国
だ
と
明
確
に
し
な
け
れ

ば
、
日
本
の
観
光
の
本
当
の

意
味
で
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
は

つ
な
が
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。

　
温
品
　
観
光
庁
で
は
、
訪

日
外
国
人
が
地
震
、
災
害
、

疾
病
な
ど
の
発
生
時
に
抱
え

る
不
安
を
最
小
限
に
と
ど

め
、
安
心
し
て
旅
行
が
楽
し

め
る
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
観
光
関
連
事
業
者
や
医

療
機
関
、
自
治
体
、
関
係
省

庁
と
連
携
し
た
対
策
な
ど
、

安
全
・
安
心
の
観
点
か
ら
も

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。

　
篠
原
　
訪
日
外
国
人
へ
の

対
応
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
に
限

ら
ず
、
受
け
入
れ
医
療
機
関

の
確
保
が
重
要
と
考
え
る
が

観
光
庁
の
取
り
組
み
は
。

　
温
品
　
厚
生
労
働
省
と
連

携
し
、都
道
府
県
を
通
じ
て

医
療
機
関
に「
外
国
人
患
者

を
受
け
入
れ
る
医
療
機
関
の

情
報
を
取
り
ま
と
め
た
リ
ス

ト
」へ
の
登
録
を
呼
び
掛
け
、

約
２
１
０
０
の
医
療
機
関

（
令
和
４
年

月
時
点
）に
登

録
い
た
だ
い
て
い
る
。こ
の

リ
ス
ト
を
日
本
政
府
観
光
局

（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）な
ど
を
通
じ
て

周
知
し
て
い
る
。ま
た
、登
録

医
療
機
関
の
拡
大
や
機
能
強

化
の
た
め
、リ
ス
ト
に
掲
載

ま
た
は
掲
載
予
定
の
医
療
機

関
を
対
象
に
、翻
訳
機
器
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
機
器

な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。

　
篠
原
　
地
方
レ
ベ
ル
で
観

光
と
医
療
が
連
携
し
て
い
く

こ
と
も
大
切
で
は
な
い
か
。

　
温
品
　
ご
指
摘
の
通
り
、

訪
日
外
国
人
の
誘
客
を
さ
ら

に
促
進
し
て
い
く
た
め
に

は
、
訪
日
外
国
人
が
旅
行
先

で
け
が
や
病
気
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
地
域
で
外
国
人
患

者
の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備

を
行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
地
方
公
共
団
体

（
医
療
担
当
部
局
、
保
健
担

当
部
局
、
観
光
担
当
部
局

等
）
、
医
療
機
関
、
薬
局
、

保
健
所
、
観
光
関
連
事
業
者

・
団
体
な
ど
、
訪
日
外
国
人

患
者
を
巡
る
幅
広
い
関
係
者

の
連
携
・
協
力
も
重
要
で
あ

る
。厚
労
省
・
観
光
庁
で
は
、

昨
年

月
の
個
人
旅
行
再
開

に
当
た
り
、
地
域
の
外
国
人

患
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
多
分
野

の
関
係
団
体
か
ら
な
る
会
議

等
の
設
置
・
開
催
を
改
め
て

都
道
府
県
に
呼
び
掛
け
る
と

と
も
に
、
厚
労
省
で
は
都
道

府
県
の
設
置
す
る
協
議
会
の

運
営
費
等
の
支
援
の
再
周
知

を
行
っ
て
き
た
。
５
類
移
行

後
も
、
こ
う
し
た
観
光
・
医

療
の
連
携
の
枠
組
み
は
引
き

続
き
重
要
で
あ
り
、
今
年
度

も
予
定
さ
れ
て
い
る
厚
労
省

の
支
援
制
度
も
活
用
い
た
だ

き
な
が
ら
、
連
携
を
深
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
篠
原
　
災
害
の
多
い
日
本

で
は
、
そ
の
土
地
に
不
慣
れ

な
観
光
客
で
も
災
害
時
に
安

全
・
安
心
が
確
保
さ
れ
る
環

境
を
整
え
、
日
本
の
観
光
の

安
全
性
を
世
界
に
提
示
で
き

る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
考
え

て
い
る
が
旅
行
中
の
災
害
に

備
え
た
訪
日
外
国
人
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
。

　
温
品
　
観
光
客
、
特
に
訪

日
外
国
人
観
光
客
の
場
合

は
、
土
地
勘
が
な
い
、
知
り

合
い
が
い
な
い
、
事
前
の
訓

練
が
で
き
な
い
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
い
と
い

っ
た
地
域
住
民
と
の
違
い
に

留
意
し
た
対
応
が
必
要
に
な

る
。
災
害
発
生
時
に
観
光
客

を
守
る
た
め
に
は
、
観
光
客

と
直
接
接
す
る
こ
と
に
な
る

観
光
関
連
事
業
者
や
自
治
体

に
よ
る
災
害
に
備
え
た
取
り

組
み
が
重
要
で
、
連
絡
体
制

や
情
報
収
集
・
提
供
方
法
な

ど
を
ま
と
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
あ
ら
か
じ
め
準
備
す
る
こ

と
が
有
効
だ
。

　
篠
原
　
自
治
体
や
観
光
関

連
事
業
者
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

策
定
状
況
は
ど
う
か
。

　
温
品
　
観
光
客
対
応
の
詳

細
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し

て
い
る
自
治
体
は
１
割
、
観

光
関
連
事
業
者
は
３
割
と
、

ま
だ
少
な
い
。観
光
庁
で
は
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
を
促
進
す

る
た
め
、
昨
年
３
月
に
自
治

体
・
観
光
関
連
事
業
者
向
け

の
「
観
光
危
機
管
理
計
画
等

作
成
の
手
引
き
」
を
策
定
し

た
。
①
減
災
②
危
機
へ
の
備

え
③
危
機
へ
の
対
応
④
危
機

か
ら
の
復
興
―
の
四
つ
の
フ

ェ
ー
ズ
で
構
成
し
て
い
る
。


年
度
予
算
で
は
、
自
治
体

の
観
光
危
機
管
理
計
画
策
定

や
計
画
に
基
づ
く
訓
練
を
支

援
す
る
制
度
を
新
設
し
た
。

ま
た
、
観
光
施
設
等
に
お
い

て
、
円
滑
な
避
難
誘
導
の
た

め
の
多
言
語
翻
訳
機
器
や
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
な
ど
の

整
備
や
、
避
難
所
機
能
の
強

化
の
た
め
の
非
常
用
電
源
や

携
帯
電
話
充
電
器
の
整
備
な

ど
の
支
援
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。
現

在
、
募
集
中
で
あ
り
、
予
算

が
な
く
な
り
次
第
終
了
す

る
。

　
篠
原
　
災
害
時
へ
の
備
え

と
し
て
、
自
治
体
や
観
光
関

連
事
業
者
だ
け
で
な
く
、
Ｊ

Ｎ
Ｔ
Ｏ
と
も
連
携
し
た
訪
日

外
国
人
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
ア
プ
リ
等
に
よ
る

災
害
情
報
の
発
信
も
重
要
で

あ
る
。

　
温
品
　
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
Ｆ
ａ

ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ

ｔ
ｅ
ｒ
、微
博
＜
ウ
ェ
イ
ボ

ー
＞
、微
信
＜
ウ
ィ
ー
チ
ャ

ッ
ト
＞
等
）に
よ
る
災
害
情

報
の
発
信
、災
害
情
報
の
プ

ッ
シ
ュ
通
知
が
可
能
な「
Ｓ

ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ
　
Ｔ
ｉ
ｐ
ｓ
」

な
ど
の
ア
プ
リ
の
普
及
促

進
、Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
３
６
５
日


時
間
、英
語
・
中
国
語
・
韓
国

語
で
き
め
細
か
い
相
談
対
応

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

の
外
国
人
旅
行
者
の
情
報
入

手
手
段
の
多
重
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。ま
た
、Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ

と
は
、外
国
人
観
光
案
内
所

の
認
定
制
度
に
つ
い
て
、２

０
２
２
年
度
は
有
識
者
を
交

え
た
検
討
会
を
開
き
、強
化

方
針
を
検
討
し
て
き
た
。外

国
人
観
光
案
内
所
に
は
、災

害
時
の
駆
け
込
み
寺
と
し
て

の
機
能
も
期
待
さ
れ
る
が
、

こ
れ
ま
で
認
定
基
準
で
災
害

時
対
応
を
求
め
て
い
た
の

は
、国
際
空
港
な
ど
の
全
国

送
客
拠
点
で
あ
る
カ
テ
ゴ
リ

ー
３
に
限
定
し
て
い
た
。今

回
、認
定
基
準
を
見
直
し
、カ

テ
ゴ
リ
ー
１
と
２
に
つ
い
て

も
災
害
・
交
通
障
害
な
ど
の

情
報
提
供
を
行
う
要
件
に
変

更
し
た
。災
害
時
の
施
設
や

体
制
の
制
約
等
も
考
慮
し
つ

つ
、実
施
可
能
な
方
法
に
よ

り
情
報
提
供
を
お
願
い
し
た

い
。今
回
の
見
直
し
で
は
電

子
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ビ
デ
オ

通
話
に
よ
る
接
客
も
可
と
す

る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル

の
普
及
状
況
も
踏
ま
え
た
見

直
し
も
行
っ
て
い
る
。併
せ

て
、収
益
拡
大
や
地
域
と
の

連
携
方
法
な
ど
の
案
内
所
の

機
能
強
化
方
策
の
事
例
集
を

新
た
に
作
成
し
て
い
る
の
で

活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　
篠
原
　
自
治
体
、
観
光
関

連
事
業
者
が
観
光
庁
の
手
引

き
や
制
度
も
活
用
し
な
が

ら
、
観
光
危
機
管
理
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　
温
品
　「
訓
練
し
た
こ
と

は
で
き
た
」「
訓
練
し
た
こ
と

し
か
で
き
な
か
っ
た
」。こ
れ

は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
県

の
元
防
災
危
機
管
理
官
の
言

葉
だ
。観
光
業
界
は
新
型
コ

ロ
ナ
で
大
変
な
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
た
が
、感
染
症
に
限
ら

ず
、さ
ま
ざ
ま
な
危
機
・
災
害

に
備
え
た
対
応
を
あ
ら
か
じ

め
準
備
す
る
こ
と
は
、
観
光

の
強
靭

き
ょ
う
じ
ん

性
を
確
保
す
る
上

で
大
変
重
要
だ
。
本
日
ご
紹

介
し
た
訪
日
外
国
人
の
安
全

・
安
心
に
関
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、観
光
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ま
と
め
サ
イ

ト「
訪
日
外
国
人
観
光
客
の

受
け
入
れ
」（https://www.m

lit.go.jp/kankocho/page03_
000076.html

、左
記
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
）で
掲
載
し
て
い
る
の

で
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
。


